
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 76 太陽の動き② 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県 B） 

 

 

 

 

解答は次のページ 



  

 

 

 1    

（1）太陽は 1 時間で約，360 ÷ 24 = 15˚動く。弧の長さ 2.5cmにあたる∠AOBが 15˚となるので，弧の

長さ 9cmに対する中心角 COSは，15 × (9 ÷ 2.5) = 54˚となる。 

 ウ 

 

（2）「塾技 76  」より，同じ地点では太陽が昇る角度は同じ (90˚－緯度) となるので，真横から見た

ときの太い実線と細い実線は平行となる。一方，「塾技 76  」より，夏至の日は，太陽は真東より

北寄りから昇り，真西より北寄りに沈むので，最も適当なものはオとわかる（太い実線の方が南中

高度が高いことからもわかる）。 

 オ 

 

（3）「塾技 76  」より，赤道上での春分の日の太陽は真東から昇るので，日本で観察した場合と変わ

らない。一方，春分の日の南中高度は，90－緯度= 90－0 = 90˚となるので，日本で観察した場合よ

りも高くなる。以上より，最も適当なものはオとわかる。なお，赤道上における冬至の日の南中高

度は，90－0－23.4 = 66.6˚，夏至の日は，太陽は南ではなく北側を通り，最も地平線からの高度が高

くなるときの角度（正中高度）は冬至の日と同じ 66.6˚となる。 

 オ 

 

（4）「塾技 77  」の図を考える。 

右の図より，観察 3 を行ったときの地球の位置は a と

わかるので，秋分の日の地球の位置は cとわかる。cの

位置では日没後，東の空からうお座が昇ってくるので，

最も適当なものはウとわかる。 

 ウ 
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塾技 76  補充問題 解答・解説 
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